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２００７‐１２ 致知143

�
開
催
状
況

●
二
段
階
に
分
け
、
各
エ
リ
ア
を

担
当
す
る
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
�
木

鶏
リ
ー
ダ
ー
会
�
後
、
エ
リ
ア
ご

と
に
�
木
鶏
ク
ラ
ブ
�
を
開
催
。

●
各
�
木
鶏
ク
ラ
ブ
�
で
は
、
リ

ー
ダ
ー
の
役
割
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て

は
社
長
自
ら
が
�
木
鶏
リ
ー
ダ
ー

会
�
を
主
宰
し
、
ポ
イ
ン
ト
や
運

営
方
法
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま

す
。

●�
木
鶏
リ
ー
ダ
ー
会
�：

リ
ー
ダ

ー
二
十
数
名
を
三
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
実
施
。
社
長
が
進
行
役
と
講

評
を
行
い
ま
す
。

●�
木
鶏
ク
ラ
ブ
�：

店
長
四
グ
ル

ー
プ
、
本
社
ス
タ
ッ
フ
四
グ
ル
ー

プ
、
店
舗
ス
タ
ッ
フ
十
三
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
い
ま
す
。�
木
鶏
リ

ー
ダ
ー
会
�
に
参
加
し
た
リ
ー
ダ

ー
が
進
行
役
と
講
評
を
行
い
ま
す
。

●
社
長
が
課
題
記
事
を
二
つ
選
定

し
、
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。
各
自

は
自
宅
に
届
く
�
致
知
�
を
通
読

し
、
そ
の
感
想
を
所
定
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
ま
と
め
、
当
日
は
発
表

し
て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。
終
了

後
は
議
事
録
を
ま
と
め
て
社
長
に

提
出
し
ま
す
。

●
毎
月
一
回
、
十
八
時
か
ら
二
十

時
（
就
業
時
間
後
）
に
実
施
。

●
参
加
者
―
―
原
則
全
社
員
。

�
社
員
の
感
想
（
順
不
同
）

●
田
野
辺
瞳
さ
ん

（
二
十
三
歳
）

様
々
な
世
代
の
方
と
一
緒
に
同
じ

議
題
に
つ
い
て
考
え
、
意
見
を
交

換
で
き
る
こ
の
場
は
、
社
会
人
一

年
目
の
私
に
と
っ
て
大
変
貴
重
で

す
。
今
後
の
社
会
人
人
生
を
ど
う

生
き
て
い
く
か
、
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

●
山
岸
弘
治
さ
ん

（
三
十
一
歳
）

店
長
と
し
て
迷
い
や
不
安
が
あ
る

中
�
致
知
�
と
出
合
い
、
勉
強
会

で
自
分
の
狭
い
世
界
が
大
き
く
広

が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
物
事

と
ら

を
謙
虚
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
自
信
を
持
っ

て
、
従
業
員
へ
の
教
育
・
指
導
に

あ
た
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
実

感
で
き
ま
す
。

●
木
本
映
右
さ
ん

（
五
十
八
歳
）

毎
回
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
て
い
ま

す
。
各
営
業
店
か
ら
の
参
加
社
員

は
、
普
段
話
す
機
会
の
な
い
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
同
じ
テ
ー
マ

に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
で
、
考

え
方
や
感
じ
方
、
人
柄
を
理
解
す

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
富
田
智
志
さ
ん

（
二
十
六
歳
）

職
位
や
勤
務
地
に
関
係
な
く
、

様
々
な
人
の
感
想
が
聞
け
る
こ
と

で
、
も
の
の
見
方
・
考
え
方
は
実

に
人
そ
れ
ぞ
れ
で
多
様
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
部

下
の
話
や
意
見
を
十
分
に
聞
い
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
・
反
省

し
、
今
後
に
生
か
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

�
継
続
の
秘
訣

●
サ
ー
ビ
ス
業
の
た
め
基
本
的
に

年
中
無
休
な
の
で
、
な
る
べ
く
多

く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
細

か
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
し
ま
す
。

ひ
ぼ
う

●
他
人
の
批
評
・
批
判
、
誹
謗
中

傷
は
絶
対
に
行
わ
ず
、
楽
し
い
雰

囲
気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

●
全
員
の
感
想
や
各
木
鶏
ク
ラ
ブ

の
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
、
議
事

録
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
載
せ
閲
覧
可
能

に
し
て
い
ま
す
。

一人ひとりの
人間性を高めるために

【
社
長
の
思
い
―
―

社
内
木
鶏
ク
ラ
ブ
を
始
め
た
き
っ
か
け
】

サ
ー
ビ
ス
業
は
、人
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
す
。

多
様
な
お
客
様
に
対
し
、

素
晴
ら
し
い
接
客
を
す
る
た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
の

�
人
間
性
�を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
全
社
員
が
参
加
で
き
る�
人
間
性
�を

高
め
る
た
め
の
勉
強
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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「社内木鶏クラブ」3つのメリット
1 社長の考えが理解できる
2 社風が良くなる
3 真の人間教育ができる

・社内木鶏クラブを始めてみたいとお考えの方は、致知出版社までお問い合わせください。
・弊社ホームページにて動画で社内木鶏クラブの様子をご覧いただけます。
・アンケートハガキを送付された方全員に、好評小冊子�社内木鶏クラブの作り方�を進呈します。

社内木鶏クラブ
�致知�を活用しながら学びの場を共有し、組織の活性化や
人間的成長を目指している会社・組織が全国で増えています。

�社員がともに�致知�を学ぶことで、社内がまとまり
会社が成長してきた�と多くの経営者が語っています。
このような�社内木鶏クラブ�に熱心に取り組んで
いる会社・組織を、シリーズでご紹介していきます。

あなたの会社でも始めてみませんか？


